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県議会では、弔電を自粛する申し合わせを
行っています。

◎「県議会だより」は年４回発行しています。次号は、令和２年１月１日（水）発行予定です。
◎「県議会だより」についてのご意見を政策広報課までお寄せください。☎027-897-2891  FAX027-243-4211 giseisaku@pref.gunma.lg.jp

県議会の情報は、ツイッターやフェイスブックでも発信しています。県議会ホームページ 群馬県議会 検索

◎県議会だよりは
　スマートフォン等で
　ご覧になれます。

◎ 過去の県議会だよりは 
こちらからご覧ください。

スマート
フォンは
こちらから

インターネット

テ レ ビ ★群馬テレビ　午前10時～　〈生中継〉
本会議（質疑及び一般質問）をご覧いただけます。

本会議（全日程）と決算特別委員会総括質疑をご覧いただけます。

◎県議会中継

★県議会ホームページ「議会中継」
　〈生中継〉〈録画〉

令和元年第３回後期定例会のご案内
　会期は11月26日から12月16日の予定です。
　本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。
　※開会は、おおむね午前10時からです。
　　本会議は当日の午前９時から、委員会は午前８時30分から、
　　それぞれ先着順に受け付けます。
月　日 曜日 議事予定 月　日 曜日 議事予定

11月26日 火 本会議
（開会･提案説明） 12月６日 金

常任委員会
29日 金

本会議
（質疑及び一般質問）

９日 月

12月２日 月 11日 水 特別委員会

４日 水 16日 月 本会議
（委員長報告・議決・閉会）

 　※会期は予定ですので、変更される場合もあります。

◎�第269回関東甲信越１都９県議会議長会が
本県で開催されました

　群馬県をはじめ、東京都、神奈川
県、千葉県、茨城県、栃木県、埼玉
県、山梨県、長野県、新潟県の１都
９県の各議会議長による「第269
回 関東甲信越１都９県議会議長
会」が、令和元年８月21日（水）
に、ホテルメトロポリタン高崎（高
崎市）で開催されました。
　本県からは、狩野浩志議長、井田
泉副議長が出席し、狩野議長が座長を務めました。会議では、各都県から国へ
の要望事項が提案され、本県からは「医師の偏在解消に向けた取組」について
提案し、いずれの提案も採択されました。

座長を務める狩野議長

第３回前期定例会において　
総合計画に関する特別委員会が設置されました
　特別委員会は、県政の特に重要な特定事件を審査するために設置し、
議会としての意見・提案をまとめます。　　　　　　　　　　
　第２回定例会で設置された「防災・減災対策特別委員会」、「外国人
との共生に関する特別委員会」、「まちづくり戦略特別委員会」と合わ
せ、現在４つの特別委員会が設置されています。

◎総合計画特別委員会
　次期総合計画の策定について、一体
的、横断的、集中的に審査を行います。
審査事項

○次期総合計画の策定に関すること
委員構成

◎中沢　丈一（自） ○金井　康夫（自） 　橋爪　洋介（自）　
　星名　建市（自） 　水野　俊雄（公） 　萩原　　渉（自）
　臂　　泰雄（自） 　小川　　晶（リ） 　入内島　道隆（如）
　相沢　崇文（自） 　神田　和生（自） 　金沢　充隆（せ）
＊�◎印は委員長、○印は副委員長、（自）は自由民主党、（リ）はリベラル群馬、

（公）は公明党、（せ）はせんたく、（如）は如水会を表します。

　傍聴する際に必要だった氏名及び住所の記載を、９月24日（火）第３回前期
定例会の質疑及び一般質問の日から不要としました。また、傍聴券の返却も不
要としました。
　より傍聴しやすくなった本会議の傍聴にぜひお越しください。

　 （本会議傍聴の問い合わせ先/議会事務局総務課 027-226-4111）

本会議の傍聴の手続きが簡単になりました

議場内で一般質問のやりとりを傍聴

意見交換の様子

大学生と県議会議員が意見交換
「ぐんまシチズンシップ・アカデミー」を開催若者の政治への関心を高める取組

を

　若者の政治への関心を高めるため、第
３回前期定例会中の９月24日（火）に、
「ぐんまシチズンシップ・アカデミー」
を開催し、県内の５大学から計36名が
参加しました。
　大学生の皆さんは、本会議を傍聴した
後に県議会議員と積極的に意見交換を行
い、政治や議会への関心を深めました。

【参加大学】
群馬大学、県立女子大学、県民健康科学大学、
関東学園大学、共愛学園前橋国際大学

議会基本条例推進委員長
� 岩上憲司議員
　意見交換を通じて、政治や議員を身
近に感じてもらえたことに感謝してい
ます。これから、若者の皆さんにも、
議員の活動をしっかりとチェックをし
ていただき、私たち議員も「見られて
いる」という緊張感を常に持って活動
していきたいと思います。

県内18、19歳の投票率の推移
※国政選挙､抽出結果

平成28年参院選 平成29年衆院選 令和元年参院選

全体の投票率

18歳の投票率

19歳の投票率
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　平成28年の参議院選挙から、若者の政治
参加を目的に、選挙権年齢が18歳以上に引
き下げられましたが、全体の投票率よりも、
10代の投票率の方が大幅に低下しています。
　今、未来を担う若い方々に、政治への関心
を持ってもらうことが必要となっています。

ポイント！　投票率の現状

◇質問
「ぐんまシチズンシップ・アカデミー」
への参加を契機に、選挙に行くべきとの
気持ちが強まりましたか。

◇結果（右グラフ）
　参加者の94％が「強まった」、「やや
強まった」と回答。

参加者アンケート

県立女子大学４年� 水野理絵さん
　議員という肩書きに対して、すごく
堅いイメージがありましたが、議員の
皆さんが、ものすごくフレンドリーで
話しやすく感じました。
　また、想像していた以上にコミュニ
ケーション能力が必要な職業だという
ことも実感し、とても貴重な経験とな
りました。

参加学生の感想

参加議員の感想

68%
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6%
変わらない


